
奥野みか 市政報告

枚方市議会議員

6月定例月議会

OKUNO MIKA REPORT（Vol.17）

３つめは、困難な状況にある妊産婦の
支援について、
４つめは、

外国にルーツ
のある子ども
に対する学習の保障について、です。
それぞれの課題について、市はどのように今後を

予測し、どのように備えているのか、具体的な取り
組みを検討しているのかについて質問し、大切だと
考える対応策を要望しました。その概要を2・3面に
掲載していますので、ご覧い
ただき、ご意見・ご感想をい
ただければ幸いです。

丁寧な「対話」や「議論」を積み重ねて合意形成を図るべき

皆さま、いかがお過ごしでしょうか。
連日、非常に暑い日が続いています。熱中症にな

らないように、くれぐれもご注意ください。
さて、私は、皆さまからお預かりした税金は、暮

らしの安全・安心のための施策に優先的に使うべき
だと考えています。6月に開催された市議会でも、
そうした観点で、すぐ先の未来に市民が直面する可
能性が高い4つの心配な課題を取り上げ、一般質問
を行いました。
1つめは、大規模災害に備えることについて、

2つめは、身
寄りがないなど
の事情がある場
合の火葬や収骨
につ
いて、

～まずは暮らしの安全・安心～

＜⾧引く教育⾧の不在と市⾧の責任＞
今年3月、尾川・前教育⾧が辞職されて以降、教
育行政の責任者である教育⾧の不在が⾧く続いてい
ます。その原因は、伏見市⾧が議会の同意が得られ
る人事案を提案しようとされなかったことにあると
私は考えています。
教育⾧という特別職の人事は、多角的な視点での

チェックが必要な重要なことから、市⾧だけで決め
ることができず、議会の同意が必要となっています。
そこで市⾧としては、さまざまな意見を聞き、事前
に調整した上で、同意の得られる案を提出すること
が求められるのです。
議会における過半数の同意を得られない人事案に

「固執」し続け、同意を得ることができる人選がな
されぬまま、教育委員会の不十分な体制を継続させ
るという、あまりにも軽率で不適切である一連の行
為の猛省を促すために、伏見市⾧に対する問責決議
案が提出され、議場退席議員を除く全員の起立によ
り可決されました。［右欄参考☞］
地方自治体は、首⾧と議会という共に選挙で選ば

れる代表によって運営される「二元代表制」という
仕組みです。市⾧には、このことを十分に認識いた
だき、議会と真摯で丁寧な「対話」や「議論」を重
ねながら、市政を運営してもらいたいと思います。

https://okuno-mika.com
https://www.facebook.com/mika.okuno.338

適切な未来予測にもとづく、困りごとへの備えを

問責決議
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